
 

 

 

 

かぐめよし少年自然の家だより 令和 2 年 4 月発行  

 

 

 昨年１１月から始まった外壁改修工事が終了した。施工した業者さんは、かぐめよし少年自然の家

は山間部にあり、かつ冬季の工事なので、雪の心配や塗装の乾燥状況を心配されていた。幸い、暖冬

となり、積雪も１日のみの約１㎝程度だった。 

 外壁は、補修を行った後にクリーム色の塗装を施し、アクセントに薄いグリーンをあしらってい

る。昭和４７年に開所した自然の家であるが、再び新緑の中に凛とした姿を浮かび上がらせている。 

 また、裏山からの濁流によりえぐられていた野外調理場も、砕石を転圧し段差を解消した。さら

に、雨天時の活動に困っているため、現在所員で、ピザ窯建屋の屋根を延伸工事中である。 

 …という風に令和２年度の自然体験活動や企業研修等の受け入れ準備を整えてきた。しかし、新型

コロナウイルスの影響により、様々な団体様の利用をお断りせざるを得ない状況にある。この、巻頭

のごあいさつに、新型コロナウイルスについては触れまい、触れまいと思っていても、やはり触れざ

るを得ない。 

 子どもたちの歓声が響かぬかぐめよしではあるが、駐車場やトイレは使っていただける。「３つの

密」をしっかりと避けたうえで、シャガや野草が咲き誇る緑の小道の散歩はいかがだろう。１日も、

一刻も早い終息を願うばかりである。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、鱒

渕ダム周辺

でサイクリ

ングを楽し

むこともで

きますよ！ 

かぐめよ

し少年自然

の家の周辺

からは、い

ろいろなル

ートで北九

州市の最高

峰、福智山

（ 900.8

ｍ）に登る

ことが出来

ます。 

 
メグのコル 

牛斬山へ 



家族みんなでだんらんラン！ 

 

第 5回かぐめよし自然少年団 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

＊１月１９日（日）「アウトドアギアを作ろう！」は、参加者が集まらず中止となりました。 

＊３月１４日（土）～１５日（日）「第６回かぐめよし自然少年団」は、新型コロナウイルス拡散防 

止の観点から、中止となりました。 

 

 

アウトドアギアを作ろう！③ 

 

 

 

 

年明け初めの活動は鏡割

り！お鏡をみんなで割り、

お雑煮に入れて美味しく

頂きました。 

どんど焼きでは、無病息災を祈りながらお焚き上げを行いました。 

高く上った火を見た団員たちからは、たくさんの歓声が！ 

ウォークラリーでは、棒をロープで束ねて運ぶ問題や「竹で花びんを作れ！」など

の難しい課題を班ごとに解きました。少し苦戦しながらもみんなで協力して頑張っ

たね！ 

 インフルエンザの影響で 1 家族のみ

の参加となったアウトドアギアを作ろ

う！③。 

色々な工具の種類や使い方を教えて

もらって、親子で一生懸命鋸を引いた 

り釘を打ったりしていました。 

 自分だけの素敵な作品が出来てよかったね！ 

 今年もたくさんの参加者で賑わっただんらんラン！まず

火熾しからスタート。無事に火が起きたらその火で薪ストー

ブに点火。それからみんなでワイワイと夕食作り。美味しい

カレーとシチューが出来ました。夜は火の温もりを感じなが

らの親子レク。薪ストーブで作った焼きリンゴ、美味しかっ

たですね。 

 2 日目は薪割り体験と木のキーホルダー作り。薪割り機の

操作はみんなおっかなびっくり。それでも木が割れると嬉し

そうな顔をしていましたね！キーホルダー作りは真剣に木

を磨いていました。 

 木のありがたさや温もりを体感できた 2 日間でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月より新しいスタッフが 

仲間入りしました！ 

この冬は暖冬で春の訪れもいつになく早く、まさに春爛漫といった頃でしょうか。世の中暗

いニュースばかりですが、花はいつもと変わらぬ美しさで山を彩っています。今回紹介するの

はアケビ。かぐめよしでも、いたる所に花を咲かせています。 

 子どものころ、山の中で頭上に鈴なりにさつま芋がぶら下がっているのを見つけ驚嘆したこ

とがあります。よく見るとアケビの実。今にして思えばミツバアケビの実でした。高枝切狭も

持っていませんから、木によじ登ってアケビの蔓を引っ張ってやっとの思いで手に取ると、中

身は鳥に食われて空っぽ。何度そんな思いをしたことでしょう。果皮が開いたばかりのものを

見つけた時の喜びは今も忘れていません。最近では口にしたことのない方が多く、たくさんの

種子、透けて見える果肉を見て気味悪いと言ってなかなか食べていただけません。一度口にす

れば、糖度の高い純度の高い甘みが口いっぱいに広がります。 

 アケビの由来は、開く実から、開け（あけ）実（み）となったといわれいています。対して

開かない実は、「あ」に対し「うん」、阿吽と言いますが、「うんべ」、郁子（ムベ）となったと

か。花は雄花と雌花が同じ蔓に咲きます。 

大きく数が少ないのが雌花です。葉が五枚でギザギザがないのがアケビ、三枚でギザギザがあ

るのがミツバアケビ、五枚でギザギザがあるのが 2種が交配したゴヨウアケビです。花の色や、

実の色もそれぞれ違います。小さいですがとても可愛らしい花ですので是非観察してみてくだ

さい。思ったよりどこでも咲いていますよ。 

 心配なのが花の時期が早まったことで、実が熟す時期も昔に比べ 1 月近く早くなったこと。

10月になってたべていたのが 9月にはもう果皮が開いています。 

 最後になりましたが。漢字の木通ですが蔓を切り取って乾燥させてみてください。断面を見

ていただければなるほどと思う筈！ 

 

みなさん、はじめまして！ 

４月からかぐめよし少年自然の家で働くことにな

りました、安藤奨杜こと「しょーと」です。 

野球やサッカー、バレーボールなど体を動かすこと

がとても好きです（得意ではない・・・）！！ 

かぐめよしの多くの木々や植物のように毎日少し

ずつ成長していきたいです！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 事業名 時期 対象者・人数 

４月 かぐめよし自然少年団① 
新型コロナウイルス感染症対策の為、中止 

 

5 月 
春の福智山登山 

かぐめふるさと交流 
５月２３日（土）～

５月 24 日（日） 

小・中学生とその保護者 

７家族 

６月 
紫川まるごと博物館 

６月６日（土）～

６月７日（日） 

小・中学生とその保護者 

2０名 

 

 

 

７月 

かぐめよし自然少年団② 
７月４日（土）～ 

７月５日 

かぐめよし自然少年団

に所属する団員 

水環境体感キャンプ 

事前研修会 

７月１１日（土）～

７月１２日（日） 

小４～中３まで 

２０名 

水辺の生き物講座 
７月１８日(土) 小・中学生とその保護者 

７家族 

親子でかぐめよしダムカヌー 
７月１９日(日) 小 3～中学生とその保護者 

2０名 

 

 

主催事業の募集は全て市政だよりに掲載します。 

応募は市政だよりをご覧になり、お申込み下さい。 

 

 

住所：〒８０３-０２６７  

北九州市小倉南区大字頂吉４５１-１ 

電話：(093)４５１-３１１１ FAX：(093)４５１-３１３３ 

ホームページ：http://www.kagumeyoshi.com/ 

http://www.kagumeyoshi.com/

